
第二次選定の検討対象種一覧　植物（案）

＊要：要注意リスト掲載種、①日本生態学会ﾜｰｽﾄ１100、②IUCNﾜｰｽﾄ100
和名 学名 ＊ 文献等で指摘されている影響の内容 摘要

○第二次の特定外来生物の選定作業が必要と考えられる外来生物
水草 ｱｶｳｷｸｻ属 Azolla sp. 要 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱） ｱｿﾞﾗ-ｱｲｶﾞﾓ農法での使用で急速に分布が広がり、絶滅危惧種の遺伝的攪乱のおそれがある。

ｵｵﾌｻﾓ Myriophyllum brasilense 要 生態系（競合・駆逐） ﾋﾞｵトｰﾌﾟ創出や水質浄化目的等に利用されているが、過繁茂により問題を引き起こしている。
ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ Pistia stratiotes 要 生態系（競合・駆逐） ﾋﾞｵﾄ-ﾌﾟ植物や、金魚用の浮き草として広く販売されているが、九州などで大発生している。

陸生 ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ Coreopsis lanｃeolata 要① 生態系（競合・駆逐） ﾜｲﾙﾄﾞﾌﾗﾜｰ緑化などで使用されたものが、河川敷などに逸出している。
ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ Rudbeckia laciniata 要 生態系（競合・駆逐） 国立公園など自然性の高い場所で大群落を形成し、駆除活動の対象となっている。

混入等 ｱﾚﾁｳﾘ Sicyos angulatus 要① 生態系（競合・駆逐） 河川敷に侵入し、在来種の生育を脅かしている。飼料畑などの強害雑草になっている。
ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ Veronica angallis-aquatica 要 生態系（競合・駆逐、遺伝的攪乱） 水辺で大群落を形成するとともに、絶滅危惧種の遺伝的攪乱を引き起こしている。
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia trifida 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱） 河川敷などに侵入し、絶滅危惧種の生育を脅かしている。
ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ Senesio madagascariensis 他 生態系（競合・駆逐） 海外では侵略的な外来種とされ、日本でも近年急激に分布を拡大している。
ｽﾊﾟﾙﾃｨﾅ・ｱﾝｸﾞﾘｶ Spartina anglica ② 生態系（競合・駆逐） 温帯～亜熱帯域の淡水域や汽水域に生育するイネの多年草で、在来の動植物に影響を及ぼすおそれがある。

○被害に係る一定の知見はあり、被害の防止に向けた普及啓発・防除手法の具体的な検討を進めつつ、引きつづき、指定の適否につき検討する外来生物
水草 ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ Egeria densa 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業 大量に利用されており規制による大量遺棄が危惧される。既に広範囲に蔓延しており指定の緊急性は低い。

ｺｶﾅﾀﾞﾓ Elodea nuttallii 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱） 流通、販売されていないので、規制の効果が期待できない。既に広範囲に蔓延しており指定の緊急性は低い。
ﾎﾃｲｱｵｲ Eichhornia crassipes 要①②生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業 大量に利用されており規制による大量遺棄が危惧される。既に広範囲に蔓延しており指定の緊急性は低い。

陸生 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱） 河川敷などに侵入し、絶滅危惧種の生育を脅かしている。既に広範囲に蔓延しており指定の緊急性は低い。

○総合的な検討を進める外来生物
緑化など ｲﾀﾁﾊｷﾞ Amorpha fruticosa 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）

ｷﾞﾝﾈﾑ Leucaena leucocephala 要② 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudoacacia 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）
ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum lucidum 要 生態系（競合・駆逐）
ﾊｲｲﾛﾖﾓｷﾞ Artemisia sieversiana 要 生態系（競合・駆逐）
ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）
ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea 要① 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata 要① 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｼﾊﾞﾑｷﾞ Elymus repens 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ・ﾎｿﾑｷﾞ Lolium multiflorum・L. perenne 他 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum distichum var. distichum 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ｵｵｱﾜｶﾞｴﾘ Phleum pratense 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業

○関係者に利用に当たっての注意を呼びかけるとともに、被害に係る知見等の情報の集積を図る必要がある外来生物
水草 ｵｵｻﾝｼｮｳﾓ Salvinia molesta 要 生態系(競合･駆逐､遺伝的攪乱)､農林水産業

ﾊｺﾞﾛﾓﾓ Cabomba caroliniana 要 生態系（競合・駆逐）
ｱﾒﾘｶﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ Ludwigia repens 要 生態系（競合・駆逐）
ｵﾄﾒｱｾﾞﾅ Bacopa monnieri 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾊﾅｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ Nymphoides aquatica 要 生態系（競合・駆逐）
ﾅｶﾞﾊﾞｵﾓﾀﾞｶ Sagittaria graminea 要 生態系（競合・駆逐）
ｷｼｮｳﾌﾞ Iris pseudoacorus 要① 生態系（競合・駆逐）、農林水産業

陸生 ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属 Datura sp. 他 農林水産業、人の生命又は身体
ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corymbosa 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadelphicus 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ Tradescantia fluminensis 要 生態系（競合・駆逐）
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運搬や栽培は、管理されている場所や施設以外へ逸出を起こさない適切な方法で行うことが重要。また、遺棄を
起こすことがないよう、関係業者や栽培者に普及啓発を行うことが重要。

緑化植物の利用実態の把握、緑化植物による生態系等への被害の発生構造の把握、代替的手法や代替的緑
化植物の適用可能性の検討などを行う。

運搬や栽培は、管理されている場所や施設以外へ逸出を起こさない適切な方法で行うことが重要。また、遺棄を
起こすことがないよう、関係業者や栽培者に普及啓発を行うことが重要。ビオトープ創出等の目的で公共事業や
学校教育において利用する場合には地域の生態系への影響に注意が必要。
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和名 学名 ＊ 文献等で指摘されている影響の内容 摘要導入・利用の形態

その他 ｷｸｲﾓ Helianthus tuberosus 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
外来種ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ種群 Taraxacum officinale 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱、遺伝的攪乱）、農林水産業
ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ Nasturtium officinale 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業

混入等 ﾊﾘﾋﾞﾕ Amaranthus spinosus 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ｲﾁﾋﾞ Abutilon theophrasti 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius var. agrestis 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ Barbarea vulgaris 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾄﾞｸﾆﾝｼﾞﾝ Conium maculatum 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera biennis 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）
ﾜﾙﾅｽﾋﾞ Solanum carolinens 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾔｾｳﾂﾎﾞ Orobanche minor 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ Plantago lanceolata 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ Convolvulus arvensis 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ Diodia teres 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）
ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ Cirsium vulgare 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｶﾐﾂﾚﾓﾄﾞｷ Anthemis cotula 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia elatior 要 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾌﾞﾀﾅ Hypochoeris glabra 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｵｵｵﾅﾓﾐ Xanthium canadense 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens pilosa var.polosa 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis 要① 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus eragrostis 要 生態系（競合・駆逐）、農林水産業
ｼｮｸﾖｳｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus esculentus 他 農林水産業
ﾓﾘｼﾏｱｶｼｱ Acacia mearnsii ② 生態系（競合・駆逐） 緑化用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ｾｲﾛﾝﾏﾝﾘｮｳ Ardisia elliptica ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾔﾂﾃﾞｸﾞﾜ Cecropia peltata ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾋﾏﾜﾘﾋﾖﾄﾞﾘ Chromolaena odorata ② 生態系（競合・駆逐、環境攪乱）、農林水産業 日本には侵入していないが、沖縄などの暖地では、侵入の可能性があるので注意が必要である。
ｱｶｷﾅﾉｷ Cinchona pubescens ② 生態系（競合・駆逐） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ｱﾒﾘｶｸｻﾉﾎﾞﾀﾝ Clidemia hirta ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ｷﾊﾞﾅｼｭｸｼｬ Hedychium gardnerianum ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾗﾝﾀﾅ Lantana camara ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 鑑賞用などに利用されており､沖縄や小笠原諸島では野生化しており､分布が拡大しないよう注意が必要である。
ﾘｸﾞｽﾄﾙﾑ･ﾛﾌﾞｽﾄｩﾑ Ligustrum robustum ② 生態系（競合・駆逐） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ｶﾕﾌﾟﾃ Melaleuca quinquenervia ② 生態系（競合・駆逐） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ｵｵﾊﾞﾉﾎﾞﾀﾝ Miconia calvescens ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾐｶﾆｱ･ﾐｸﾗﾝｻ Mikania micrantha ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ﾐﾓｻﾞ･ﾋﾟｸﾞﾗ Mimosa pigra ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 日本には侵入していないが、沖縄などの暖地では、侵入の可能性があるので注意が必要である。
ﾓﾚﾗ･ﾌｧﾔ Morella faya ② 生態系（競合・駆逐） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ｵﾌﾟﾝﾃｨｱ･ｽﾄﾘｸﾀ Opuntia stricta ② 生態系（競合・駆逐） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ﾌﾗﾝｽｶｲｶﾞﾝｼｮｳ Pinus pinaster ② 生態系（競合・駆逐） 日本に定着できる可能性があるので、導入する場合には、管理方法などに注意が必要である。
ﾌﾟﾛｿﾋﾟｽ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞｩﾛｻ Prosopis glandulosa ② 生態系（競合・駆逐、環境攪乱） 日本に侵入する可能性は低いが、沖縄などの暖地では、注意が必要である。
ﾃﾘﾊﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ Psidium cattleianum ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに利用されており、小笠原諸島では野生化しているので、分布が拡大しないよう注意が必要である。
ｷﾐﾉﾋﾏﾗﾔｷｲﾁｺﾞ Rubus ellipticus ② 生態系（競合・駆逐） 日本に定着できる可能性があるので、導入する場合には、管理方法などに注意が必要である。
ｻﾝｼｮｳﾓﾄﾞｷ Schinus terebinthifolius ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに利用されており、小笠原諸島では野生化しているので、分布が拡大しないよう注意が必要である。
ｶｴﾝﾎﾞｸ Spathodea campanulata ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 鑑賞用などに、沖縄などの一部の地域で利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾀﾏﾘｸｽ･ﾗﾓｼｯｼﾏ Tamarix ramosissima ② 生態系（競合・駆逐） 鑑賞用などに、流通、利用されているが、逸出しないような適切な管理が必要である。
ﾊﾘｴﾆｼﾀﾞ Ulex europaeus ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 観賞用などに栽培され、各地で野生化しているので、分布が拡大しないよう注意が必要である。
ｱﾒﾘｶﾊﾏｸﾞﾙﾏ Sphagneticola trilobata ② 生態系（競合・駆逐）、農林水産業 鑑賞用などに利用されており、沖縄では野生化しているので、分布が拡大しないよう注意が必要である。
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逸出して生態系等に影響を及ぼすことを防止するため、導入される経路について現状を把握し、管理されている
場所や施設以外への逸出を防ぐ方策を検討することが必要。

運搬や栽培は、管理されている場所や施設以外へ逸出を起こさない適切な方法で行うことが重要。また、遺棄を
起こすことがないよう、関係業者や栽培者に普及啓発を行うことが重要。


